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　７月末に清里に出張で行ってまいりまし
た。「清里」と聞くと多くの天文関係者は観
光地として有名な清里、つまり野辺山宇宙電
波観測所からも近い山梨県北杜市清里を思い
浮かべると思います。しかし、私が今回訪問
したのは「北海道清里町」です。九州ではあ
まり知られていないかもしれませんが、知床
半島の付け根、と聞けば概ねその場所がわか
ると思います。標高１５４７ｍの斜里岳の麓
にある農業の町で、霧で有名な摩周湖や屈斜
路湖も近いです。今回、北海道立清里高校の
校長先生が知人だった縁もあり、お願いして

高校生向けに「ブラックホールと宇宙」に関
する講演をさせていただきました。講演はオ
ンライン（Google Classroom）を通じて、全
道のいくつかの高校にリアルタイム配信さ
れ、遠く離れた道南の寿都町の高校からも高
校生や理科の先生が参加してくれて、活発な
質疑応答もできました。高校でオンライン授
業など昔では考えられなかったのですが、生
徒も慣れているようです。清里高校の会場で
は高校生や先生達の他、高校に隣接する中学
校の生徒や町の教育委員会から教育長さんは
じめ職員の方にも参加いただきました。

　私は道東の根室市生まれなので、清里町あ
たりにも土地勘があるのですが、参加者は「鹿
児島」がそもそもどういうところなのか、な

和田　桂一
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ぜそこで宇宙の研究をしているのか、疑問に
思ったと思います。そこで受験情報も含めて
鹿児島大学の宣伝もさせてもらいました。本
学理学部の多くの学生は九州出身ですが、遠
く北海道からも毎年数名は入学しています。
宇宙が好きな中学生・高校生は全国に多くい
ますが、いざ大学に進学するとなった場合、
天文学科、宇宙物理学科がある東京大学、京
都大学、東北大学くらいしか進学先として高
校生に認識されていないかもしれません。一
方、われわれのセンターは地方大学としては
異例に多い天文関係の研究者・教員を有して
いますので、県内の高校生のみならず、全国
の宇宙好きの高校生の進学先として十分魅力
的だと考えています。研究成果を上げること
で、地元のみならず全国の意欲的で優秀な高
校生あるいは、大学院進学先としてもアピー
ルできればと考えています。

　さて、センターニュース２号の発行から半
年経ちましたが、この間に新たに博士研究員
（特任助教等）として西合さん、三杉さん、
谷本さんの３名が加わってくれました。皆さ
んそれぞれ専門とする天体や波長（電波、光
赤外、X線）、あるいは研究手法（観測、理論）
が異なりますので、既存のセンター教員や研
究員と相補的に研究を推進してくれることを

期待しています（詳しくは本号の自己紹介を
御覧ください）。研究者が増えるにつれて出
張手続きなど事務作業も大変になってきてい
ますが、研究支援者として今門さんが着任し、
センター事務室の支援体制も整ってきまし
た。昨今、日本の大学研究力低下が問題となっ
ています。その原因のひとつとして研究者が
研究以外の業務に忙殺され、研究に割くべき
時間が減っているのではないかという声も聞
きます。本質的ではない業務の削減は大学本
部や部局長にお願いするとして、本センター
では与えられた環境下でできるかぎり研究者
の支援をしていきたいと思っています。

　ここ２年ほどコロナ禍のために出張や研究
者の招聘、研究会を通した研究交流がほとん
どオンラインに置き換わっていました。オン
ラインでも共同研究の議論は進みますし、実
際完全にオンライン環境下の議論でいくつも
の共著論文が出版されました。しかし、対面
の研究会での議論は捨てがたい利点がありま
す。今年度になり、徐々に研究会や訪問者も
増えてきました。本号でも先日行われたAGN
のワークショップについて紹介しています。
年度末には、国際天文学連合のシンポジウム
が本センター共催で行われます。これについ
ては次号で紹介したいと思います。

北海道清里高校での講演の様子。中学生も参加してくれました。
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新メンバー紹介新メンバー紹介

鹿児島大学大学院

理工学研究科

プロジェクト研究員

西合 一矢

kazuya Saigo

　2022 年 4 月よりプロジェクト研究員とし
て着任した西合一矢と申します。私は名古屋
大学で学位を取得し、国立天文台に長らく勤
務した後で半年間の東京大学研究員を経て鹿
児島大学に着任しました。

　私の研究上の興味は星・惑星の形成過程の
解明にあります。星はもっとも基本的な銀河
宇宙の構成要素の１つであり、惑星形成環境
の解明は生命の起源の解明にも関わる研究で
す。しかし、肝心の星誕生の瞬間の前後数万
年間は観測的ミッシングリンクとなっており
観測的にはほとんどわかっていません。それ
はこの進化段階の天体はガス雲に深く埋もれ
た太陽系サイズの小さな構造体であることが
理由です。私は数値シミュレーションなど理
論的手法でこの進化段階を研究し学位を取得
しました。その後、星形成初期段階の天体を
十分な解像度で観測できる能力を持つ ALMA
望遠鏡プロジェクトが開始された 2010 年に
国立天文台 ALMAプロジェクトに異動し、星
形成初期を ALMA望遠鏡により観測的に解明
する研究を開始しました。ALMA望遠鏡を用
いればミリ波・サブミリ波を用いてガス雲に
深く埋もれた星・惑星の形成現場を 0.02 秒
角 (~3 天文単位 ) という高い空間解像度で撮
像できます。

　私の ALMAに関する研究は大きく２つに分
けられ、１つは観測的ミッシングリンクの真

ん中にあるファーストコアと呼ばれる未発見
天体の探索です。これは星コア形成の寸前に
数千年間だけ存在することが理論予測されて
いる数天文単位サイズの天体で、連星への分
裂をしたり、星進化の初期状態を決めたりと
いう重要な天体ですが、いまだに未発見の天
体です。私は理論研究をもとにしてファース
トコアの観測的特徴を予測しつつALMA だけ
でなくKarl G. Jansky Very Large Array 望遠
鏡などのデータを解析し、その候補天体の絞
り込みと解析を進めています。その結果、へ
びつかい座分子雲の SM1 天体は、ファース
トコア天体が重力崩壊した直後の天体である
可能性が高いことがわかりました。現在も膨
大なアーカイブデータの解析と追加観測提案
を行っており初のファーストコア天体の同定
を目指しています。もう１つが原始星と呼ば
れる星形成後、数万年~10 万年の極めて若い
星とその周囲の力学構造の解明です。私はこ
れまでの理論研究や観測予測の経験を生かし
て、観測データから原始星天体の３次元力学
構造の復元を行なっています。詳細に解析し
てみると、この進化段階の天体の多くは外部
的要因の影響で複雑な力学構造をもつことが
わかってきました。Barnard 59 にある原始星
BHB07-11 は別の原始星天体と衝突合体した
ものであり、原始星BHB07-10 はまさに周囲
から来たガス塊と衝突中の天体でした。同様
に、へびつかい座にあるGSS30 IRS1 やおう
し座にある L1527 IRS という原始星も古典的
な軸対称的な星・原始星円盤の描像からのズ
レを示していました。これらは原始星形成に
新しい視点が必要なことを示唆しています。
鹿児島大学には原始星の観測的研究を行う研
究者以外にも磁場と星形成の相互作用や銀河
の力学構造の研究など多様な研究者が在籍し
ています。新しい視点からの見直しや逆にこ
ちらの知見のフィードバックなど、この機会
に多くの議論や共同研究を行うことができれ
ばと思っています。
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　2022 年 07 月に特任助教に着任しました、
谷本敦と申します。私は、2020 年 03 月に京
都大学で博士号を取得し、2020 年 04 月から
2022 年 06 月まで日本学術振興会特別研究員
PDとして東京大学に滞在していました。こ
の度は、鹿児島大学の特任助教として採用し
ていただき、心より感謝申し上げます。

　私の研究対象は、超巨大質量ブラックホー
ル (SMBH: Supermassive Black Hole) です。
SMBH成長の歴史の解明は、天文学における
最重要課題の 1つです。近年の観測結果は、
銀河の中心に、10⁶-10⁹太陽質量の SMBHが
普遍的に存在することを示唆しています。驚
くべきことに、SMBH質量と銀河質量には、
非常に強い相関関係が知られています。この
観測結果は、SMBHと銀河が互いに影響を及
ぼしながら、共進化してきたことを示唆して
います。しかしながら、10 桁もスケールが

異なる SMBH と銀河が、どのような物理機
構を通じて、共進化してきたのかは謎に包ま
れたままです。

　SMBHと銀河の共進化を解明する鍵となる
の が、 活 動 銀 河 核 (AGN: Active Galactic 
Nucleus) のアウトフローです。AGN とは、
銀河から SMBH への質量降着により、降着
円盤を形成し、銀河の中心核領域が約 10 億
太陽光度で光り輝く現象です。約 50% の
AGN は、質量降着のみならず、AGNアウト
フローと呼ばれる、質量放出を行っています。
この AGNアウトフローは、銀河のガスを加
熱するので、銀河の星生成活動を止めてしま
うと考えられています。すなわち、AGNアウ
トフローの理解は、SMBHと銀河の共進化を
解明する上で必要不可欠です。しかしながら、
AGNアウトフローの直接撮像は困難であり、
その駆動機構や銀河に与える影響は未だに解
明されていません。そこで私は、モンテカル
ロ X線輻射輸送計算や X線精密分光観測によ
り、AGNアウトフローの駆動機構や銀河への
影響を研究しています。

　天の川銀河研究センターには、AGN の 3
次元輻射流体計算、電波観測、赤外線観測等
の幅広い研究者が所属しています。私は天の
川銀河研究センターの研究者と協力し、面白
い発見が出来ればと思っております。これか
らよろしくお願い致します。

鹿児島大学大学院

理工学研究科

特任助教

谷本　敦

Atsushi Tanimoto

新メンバー紹介
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鹿児島大学大学院

理工学研究科

プロジェクト研究員

三杉 佳明

Yoshiaki Misugi

　2022 年 7 月に鹿児島大学に着任しました、
三杉佳明と申します。2022 年 3 月に名古屋
大学の Ta 研で学位を取得し、4 月から 6 月
の３ヶ月間名古屋大学にて研究員を務めたの
ち鹿児島大学に異動して参りました。

　私はこれまで星形成過程における角運動量
の起源と進化について研究してきました。星・
惑星系は主に水素分子からなる分子雲内の、
特に高密度な領域である分子雲コアが重力収
縮することで形成されます。この分子雲コア
の角運動量の一部が原始星の自転や惑星の母
体である原始惑星系円盤の角運動量となるの
で、星・惑星形成過程を理解するためには、
分子雲コアの角運動量の性質を解明すること
が必要不可欠です。そのためには、分子雲コ

アの形成過程を知る必要があります。
Herschel 宇宙望遠鏡による観測により、高密
度で線状なフィラメント構造が分子雲内にお
いて普遍的に存在していることが明らかにな
りました。また、分子雲コアはフィラメント
に沿って分布しており、フィラメントから形
成されていることも判明しました。しかしな
がら、Herschel 宇宙望遠鏡による観測以前は
球対称コアを初期条件とする理論研究が主で
あったため、フィラメントからコアが形成さ
れる際の角運動量の進化については調べられ
ていませんでした。

　このような背景のもと、まず私はフィラメ
ント状分子雲から形成されるコアの角運動量
とフィラメント内の乱流速度場の関係につい
て半解析的モデルを用いて調べました。次に、
三次元シミュレーションを用いて、フィラメ
ントから形成されるコアの角運動量の進化や
その内部構造を明らかにしてきました。鹿児
島大学では現状のシミュレーションに磁場の
効果や非理想磁気流体効果を取り入れた計算
を行い、星形成過程における角運動量の進化
を明らかにしていきたいと考えています。ど
うぞよろしくお願いいたします。

天の川銀河研究センター

研究支援員

今門 亜弥

Aya Imakado

　2022 年 6 月より天の川銀河研究センター
の一員となりました、今門亜弥と申します。
事務手続き等を中心に、研究支援の業務にあ
たっております。

　これまで、鹿児島大学で、屋久島ゼロエミッ
ションプロジェクト法文学部事務局、水産学
部総務係、学術情報基盤センター、理工学研
究科理学系会計係にて通算 8年ほど勤務して
きました。今回ご縁をいただきまして、再び
理工学研究科に付属する当センターで勤務で
きることに感謝しております。

　研究支援の業務を行うのは 20 年ぶりです。
その間、大学の業務は年々複雑化しているよ
うに感じます。そのため、研究者が研究やコ
ミュニケーションにかけられる時間は減って
いるのではないかと感じています。微力では
ございますが、当センターの研究にお力添え
ができればと思っております。どうぞよろし
くお願いいたします。
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研究ハイライト研究ハイライト

銀河衝突起源のダストに深く埋もれた

銀河形成と進化について

油谷 直道 ( 鹿児島大学博士後期課程 1 年 ), 
鳥羽 儀樹 ( 国立天文台 ),  馬場 俊介 ( 鹿児島大学 ),  
和田 桂一 ( 鹿児島大学 )

　我々は、銀河衝突起源のダストに埋もれた銀河 (Dust 
obscured galaxies, DOGs) を国立天文台の天文学専用
スーパーコンピュータ「アテルイ II」を用いた数値計算
によって再現し、銀河衝突起源の DOGs の形成と進化を
明らかにしました。
　一般に、ガスを豊富に含む円盤銀河同士の衝突では、
重力相互作用によって活発な星形成が生じると考えられ
ており、次第に互いの銀河中心核が近づくにつれ、多量
のガスやダストが角運動量を失い、銀河中心核へ供給さ
れます。このため、銀河中心核で爆発的な星形成が引き
起こされます。そして、銀河中心に存在する超大質量ブ
ラックホール (SMBH) へのガスやダストの降着が加速
し、降着したガスやダストの重力エネルギーの 10% ほ
どが光として放射されることで、銀河中心核が明るく輝
きます。こういった、銀河中心核が明るく輝いている天
体は活動銀河中心核 ¹ (Active galactic nuclei、AGN) と
呼ばれます。最終的には、銀河中心核からのフィードバッ
クによって周囲のダストやガスが吹き飛ばされ、可視で
明るく輝くクェーサーになるのではないか？と考えられ
ています。
　DOGs の観測的定義は可視域に対する赤外域での極端
な明るさ (F24μm/FR > 1000、かつ F24μm > 0.3 mJy) です。
上記の銀河衝突シナリオの銀河中心核がダストに埋もれ
る段階であれば、短波長の光 (FR) がダストに吸収され、
赤外域 (F24μm) で再放射されるため DOGs の条件を満た
します。このため、DOGs は上記の銀河衝突シナリオの
銀河中心核がダストに深く埋もれた後期段階に相当して
いると考えられています。この進化段階は、SMBH の急
成長期であり、DOGs は SMBH の形成や銀河進化の理解
において重要な天体です。しかし、DOGs は遠方宇宙 ( 赤
方偏移 2）に分布するため空間分解することは出来ませ
ん。そのため、DOGs の正体を探るために、波長方向の
エネルギー分布 (spectral energy distribution、 SED) を
得て DOGs のエネルギー源を探る研究が行われました。

そ の 結 果、DOGs に は 1-10μm の SED が 山 型 の も の 
(Bump DOGs) とべき型のもの (PL-DOGs) の二つがある
と分かってきました ( 図 2)。Bump DOGs と PL-DOGs は、
それぞれ DOGs のエネルギー源が星形成か AGN なのか
の違いに対応していると考えられます。しかしながら、
SED の形からは直接的な情報は得られず、未だ決着は付
いていません。
　そこで我々は、神戸大学の斎藤貴之准教授が作成した　
N-body/Smoothed   Particle   Hydrodynamics コ ー ド　　
ASURA を用いて銀河衝突計算を行い ( 図 1)、輻射輸送
コード RADMC3D による赤外疑似観測を行い ( 図 2)、
DOGs の理論研究を行いました。過去にも DOGs に着目
した理論研究は行われていますが、DOGs フェーズを時
間分解するに充分な分解能ではありません。そこで、銀
河中心核同士の衝突に着目し、約 0.1Myr 間隔で疑似観
測を行いました。
　その結果、銀河衝突後期において銀河衝突起源の
DOGs の 再 現 に 成 功 し ま し た。 我 々 の モ デ ル で は、
DOGs として観測されるタイムスケールは数 100 万年
であり、銀河衝突のタイムスケール ( 約 10 億年 ) に比
べて非常に短いことが分かりました。また、AGN 光度
が太陽光度の 1 兆倍に及ぶような非常に明るい場合で
も、AGN が多量のダストやガスに隠されることで、
Bump DOGs SED を得ました ( 図 2)。これは、SED の形
から星形成領域からの放射が支配的だと考えられる場合
においても、AGN が多量のダストの向こう側で明るく
輝いている可能性を示唆します。
　また、我々の結果では DOGs フェーズを大きく二つの
段階に分けることができます ( 図 2)。初期は、AGN が
非常に明るい場合においても、多量のダストやガスに埋
もれているため、約 100 万年の間、Bump DOGs SED を
頻繁に得ることができました。その後、AGN からの
フィードバックによって AGN が晴れ上がることで、PL-
DOGs SED が頻繁に得られるフェーズが 300 万年ほど
続きました。これらの結果は、銀河衝突後期段階におい
て、活発な星形成活動を経て、AGN が活動的になるシ
ナリオと整合的な結果です。今後は、ダストに深く埋も
れた AGN の晴れ上がり期に着目した理論研究を行いた
いと考えています。

1  活動銀河核を活発にするメカニズムは銀河衝突以外にも存在すると考えられています。
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図 1  ：銀河衝突計算結果のガス密度・温度分布図。左から三列目までは、ガス密度分布。四列目は、温度分布。黒い点
は、SMBH の位置を表す。温度分布図から、SMBH より双極子状に高温ガスが噴き出していることが分かる。

図 2 ： 上段は、衝突モデルの色と中間赤外の明るさの時間進化。点線は、それぞれの DOGs と判定されるための閾値である。
下段は、左から Bump DOGs SED (T = 1103.3 Myr)、PL DOGs SED (T = 1106.6  Myr)、ASURA より得た質量降着率
から求めた AGN の全光度 ( エネルギー変換効率 10%、灰色の領域を重点的に疑似観測を行った )。
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研究会活動報告研究会活動報告

　2022 年 7 月 11 日から 15 日にイタリアの
セストで開催された国際研究会 “Behind a 
Curtain of Dust IV” に参加してきました。こ
れは、ダスト（宇宙空間に漂う固体微粒子）
に深く覆われた中で起こる銀河の活動（活発
な星形成や巨大ブラックホールへの物質の降
着）に興味を持つ各国の研究者が集う研究会
です。私はこれまでに携わった銀河中心核の
吸収線観測について観測面と理論面から紹介
し、現在行っている数値計算の成果を発表し
ました。他の方の講演も興味深く、この分野
における最新の動向を知れました。会は参加
人数が 40 名程度と、テーマが絞られている
分そこまで大きな規模でなく、雰囲気は非常
にカジュアルで、質疑や議論がとても盛り上
がりました。開催地であるセストはイタリア
北部にある山間の牧歌的な村です。世界遺産
であるドロミティ山群の外縁に位置しており
眺望は素晴らしく、気候も湿度が低く快適で
した。その環境が和気藹々とした会の進行に
一役買っていたように感じます。

　この研究会は恒例になっていて今
回で 4回目ですが、前回の後に新型
コロナウイルスの発生と感染拡大が
あったため、3年ぶりの開催となり
ました。私にとっても今回が久しぶ
りの海外出張でした。パンデミック
の中でもオンライン開催の国際研究
会には参加していましたが、やはり
円滑な交流や個対個の議論など、対
面開催でこその代え難い利点がある
なと、改めて実感した次第です。

　さて、研究会における全体議論のトピック
となったのが、昨年末に打ち上げられた
ジェームズ・ウェッブ宇宙望遠鏡（JWST）
を使った今後の戦略です。JWST は革新的な
望遠鏡ですが、競争率が高く、優れた提案を
出さないと観測が採択されません。今回の研
究会では、ダストに覆われた銀河中心核の観
測方法を、それよりずっと小さい原始星（誕
生直後の星）との類似点から開拓できないか
という、独自の視点での検討が行われました。
ここでの議論が次回以降の JWST 観測公募で
の良い結果に繋がることを期待しています。
期間中にはちょうど、JWST 観測画像の初公
開がありました。ライブ配信をスクリーンに
映し、参加者全員で興奮しながら見たのは、
心に残り続ける良い思い出になりそうです。

　この研究会が次回いつになるのかは未定で
すが、またぜひ参加したいと思います。その
時にはこの同僚たちと何事もなく顔を合わせ
たい、心からそう願いつつ、帰途につきまし
た。

　国際研究会

 “Behind a Curtain of Dust IV”

プロジェクト研究員　馬場 俊介

研究会で発表中の筆者
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　国際研究会

 COSPAR 2022 44th SCIENTIFIC ASSEMBLY

プロジェクト研究員　酒見　はる香

　７月１６日から２４日にアテネで行われた
COSPAR Scientific Assembly に参加いたし
ました。　COSPAR (Committee on Space 
Research) は宇宙に関する科学的研究を国際
的に促進し、その成果、情報、意見の交換に
重点を置くとともに、これらの研究に影響を
与える可能性のある問題について、全ての科
学者に開かれた議論の場を提供することを目
的に１９５８年に設立されました。１９６０
年にニースで第１回シンポジウムを開催して
以降、今回で４４回目の開催となりました。
２０２０年開催予定であった第４３回は
COVID-19 の影響で延期され、２０２１年に
オンライン開催となりましたが、今回は現地
参加とオンラインのハイブリッド形式で行わ
れました。私個人は対面での国際研究会への
参加が３年ぶりであり、対面ならではの活気
とレスポンスの速さ、多さを久しぶりに感じ
ることができました。

　今回の Scientific Assembly では分科会が
大きく８つに分けられており、その中でさら
に細かくサイエンストピックを分けて、各
セッションで研究報告・議論が行われました。
このようにセッションが細分化されていたた
めにトークの専門性が高まり、大規模な国際
研究会でありながらも一般的な話に留まらず
最新の結果についてその分野の専門家たちが
活発に議論できるというような貴重な場で
あったと感じました。私は主に系内 X線連星
と系内ジェットに関するセッションに参加い
たしましたが、特に X線連星で見られる準周
期 的 な X 線 の 強 度 変 動 (Quasi-Periodic 
Oscillation ,QPO) に関する新たな解析手法や
物理的解釈について多くの知見を得ることが
できました。また私は今回ポスター講演をい
たしましたが、電波観測データの解析の詳細
な点から、結果の解釈についてまで多くのご
意見をいただくことができ、大変有意義な研
究発表となりました。
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　国際研究会

 IAU 総会 2022 プサン

鹿児島大学
総合 教育機構共通教育センター　　　今井　裕

「宇宙の噴水」と天の川中心核バルジ

　韓国釜山現地へ出かけて行き直接 IAU総会
へ参加することを楽しみにしていたのです
が、いくつか韓国渡航を困難とする要因が直
前に重なった為にそれを断念し、オンライン
での参加となりました。

　私自身は、Symposium 370 ―Winds of 
Stars and Exoplanets にて e-poster 形式で 
‘Water and si l icon-monoxide masers 
monitored towards the "water fountain" 
sources’ という題目で研究紹介をしました。
終末星から僅か 100 年未満でのみ観測される
高速双極ガス流（ジェット）に付随する水及
び一酸化珪素メーザーを、野辺山 45m電波
望遠鏡を使って 2018 年 12 月追跡観測を行っ
てきた結果を報告するものでした。これら
メーザー源の一部が、ジェットによって加速
されていく星周物質に付随していること、新
たなジェット塊の出現を捕捉していることを
明らかにしたことを報告しました。

　Symposium自体は、太陽や恒星、さらに惑
星からの物質放出流の形成機構を中心とした
話題を集めたものでした。その中で興味を惹
いたのは、超新星に対する電波観測です。星
の爆発直前までに星から放出された物質が豊
富に残っています。従って、超新星を起こす
大質量星の質量放出最終段階の詳細を解明す
る上で、超新星爆発直後は絶好の機会となり
ます。この様な星がもし赤色超巨星であれば、
メーザー源が存在するはずです。天の川銀河
や局所銀河群に将来超新星が出現すれば、こ
の様なメーザー源を検出できるかもしれませ
ん。

　ただ私自身がこの総会期間で主に参加した
のは、Focus Meeting (FM) 7 -Astrometry for 
21st Century Astronomy でした。天の川銀河
について研究する者の一人として、Gaia 
Data Release 3 の最新結果も気になるところ
でした。今や、太陽系が天の川銀河中を周回
することによる加速度運動 (5 マイクロ秒角 /
年)もはっきり計測されています。多数の星々
の距離と運動が計測され、天の川銀河の現在
の姿がより鮮明となり、また過去の姿の手掛
かりも次々と見つかっています。しかし、星
間雲に深く埋もれた天の川銀河中心方向につ
いては、VERA をはじめとする電波アストロ
メトリや JASMINE が計画している近赤外線
アストロメトリが待ち望まれるところです。
FM7 では、電波 (VLBI) アストロメトリの高
精度化についての講演がありました。実際私
も、銀河系中心核バルジに存在する一酸化珪
素メーザー源から 50 星を選んで VERA アス
トロメトリを遂行する計画を練っているとこ
ろです。

　また、Division BではGlobal VLBI Alliance
に関するセッションもあり、Square Kilometre 
Array (SKA) における VLBI 連携に向けた準
備状況について報告がありました。VERA に
よる取り組みを SKA-VLBI による大規模電波
アストロメトリへと繋げるべく、科学的・技
術的課題を今後も明らかにしていきたいとこ
ろです。

2022.8.8 - 2022.8.11 
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　太陽程度の質量を持った恒星の最終進化形
である惑星状星雲の形状は、円形なものや双
極的なものなど、さまざまなものが観測され
ています。このような形は、恒星がその進化
末期段階において、星表面から物質を激しく
放出したことによって形成されます。そのた
め、そのような終末星からの物質放出は、惑
星状星雲の形状の原因を解明する上で重要な
天体現象です。

　８月上旬に行われた IAU シンポジウム
「Winds of Stars and Exoplanets」では、こ
のような終末星からの物質放出に関係する研
究成果が複数報告されました。例えば、地球
から約 240 光年離れた「しし座CW星」とい
う終末星に対する可視光観測の結果が紹介さ
れていました。星から放出されたガスの分布
と速度を調べたところ、星からの異方的な物
質放出が確認され、この異方性は連星（２つ
の星がお互いの周りを回転する天体）によっ
て引き起こされていると報告されていまし
た。

　また、他に紹介されていた研究成果として
は、 地 球 か ら 約 3900 光 年 離 れ た「HD 
161796」という終末星に対する、原子スペク
トル線の赤外線観測の結果が報告されていま
した。この観測により、その星の大気に存在
する水素や鉄、チタンなどの原子スペクトル
線の形状が十数年間で大きく変化しているこ
とがわかりました。このような終末星の多く
は星自身が脈動しており、その脈動によって
星表面で発生した衝撃波が星から放射状に伝

搬すると考えられています。原子スペクトル
線の形状変化は、大気中の衝撃波伝搬が原因
だと報告されていました。

　筆者も終末星からの物質放出を研究してお
り、終末星を覆う一酸化炭素や一酸化ケイ素
からの分子スペクトル線の電波観測を行って
います。その電波観測の結果に対して、「し
し座 CW星」に対する研究で使われた解析方
法を一部応用しようと試みています。このよ
うに、筆者は研究会で得た知見をもとに、自
身の研究方法の改善を図りながら、研究を進
めています。

鹿児島大学理工学研究科 D1　　　甘田　渓

IAU シンポジウム 370
「Winds of Stars and Exoplanets」
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　AGN ミニワークショップin 鹿児島

和田　桂一

　2022 年 8 月 29 日、30 日、31 日、久しぶ
りの対面研究会として、「AGN ミニワーク
ショップ」を行いました。

　AGNとは活動銀河中心核（ Active Galactic 
Nuclei ) の略で、銀河中心の超巨大ブラック
ホールへの物質の降着によって銀河全体（つ
まり、太陽の１千億倍ほど）に匹敵するほど
の明るさで光り輝く天体です。宇宙のほとん
どの銀河の中心には太陽の１００万倍から
１０億倍もの質量のブラックホールがあると
考えられており、AGNの研究は銀河の形成や
進化にも関わっているため天文学研究の重要
な一分野となっています。

研究会活動報告

　今回は、京都大学、東京大学、ゲント大学（ベ
ルギー）、宇宙科学研究所、愛媛大学、理化
学研究所から AGNの観測的・理論的研究を
している研究者が集まり（ベルギーからはオ
ンライン参加）、天の川銀河研究センターの
研究者や大学院生も合わせて、各自の最新の
研究成果の報告や共同研究の具体的な議論を
３日間にわたり行いました。オンラインでは
やりにくい細かい議論なども行うことがで
き、大変有意義だったと思います。今回集まっ
たメンバーはこれまでに共同研究を行ってき
ていますが、今回のワークショップでも新た
な共同研究の種がいくつも生まれて今後の展
開が楽しみです。
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教育活動報告教育活動報告

　受験産業等による案内では誤解も多く、大
学全体としての宣伝では他の分野に埋もれが
ちな天文・宇宙関係の学習・研究が可能な大
学について、進学希望者に対して広くかつ直
接アピールする場として、各地で「宇宙を学
べる大学」が、１年に１回程度のペースで開
催されている。鹿児島大学天の川銀河研究セ
ンターでは、数年前から、このうち、大阪で
開催される「in 関西」と九州地区輪番で開催
される「in 九州」に参加してきた。ここでは
今年度開催された「in 関西」について報告す
る。

　「宇宙を学べる大学 in 関西」は毎年、大阪
市にある大阪市立科学館を会場としており、
今年は６月 12 日 ( 日 ) に開催された。形式
としては、例年に準じて、各大学等が 1組織
8分で順番に発表を行うセッションと、各大
学等が用意した個別のブースを一般参加者で
希望する人が三々五々訪れ、質問に答えると
いうセッションとで構成されていた。参加は
発表者である大学等の所在地にも説明を聞き
たい一般参加者にも地域の制限は一切ない。
2022 年度は 21 組織が参加（うち 3組織はオ
ンライン参加；大学単位ではなく、学内の任
意の組織でもOK）。関西以西の大学がほとん
どを占めているが、今回は東京大学宇宙線研
究所の参加が印象的だった。

　鹿児島大学からは半田が代表して参加し、
充実した研究者層とその研究内容、学部卒業
研究開始より何年も前から天文学研究に触れ
ることができる「サイエンスクラブ」の存在、
および、大学院では天の川銀河研究センター
と一体となった研究が行えることなどをア
ピールした。加えて、鹿児島市街地がコンパ
クトである上に大学が市街中心部にあり学生
生活にも便利であること、美味しい食材に恵

　大阪で開かれた「第15回宇宙(天文)を学べる大学」参加報告

半田 利弘

まれた地であること、関西地区からは直通の
新幹線や LCC 航空便がありアクセスも容易
なことなども紹介した。

　個別ブースでは多種多様な進路相談を受け
た。これまでにも中学生以下の児童生徒やそ
の保護者からの進路相談を受けたことはあっ
たが、他大学の在学生が大学院進学を検討し
ていることや高専生からの相談は予想を超え
るものであった。

　今後の学部・大学院進学希望者の増大に対
して、潜在的進学希望者に直接アピールでき
る、このような機会は大変貴重である。過去
にもこのイベント等を通じて鹿児島大学への
進学を決意した学生もいると聞く。今後もま
すます積極的に参加して、鹿児島大学での宇
宙研究や天の川銀河研究センターの存在を大
いにアピールする必要があると感じた。こう
した取組は長期間にわたる積分効果が重要で
ある。今年度は開催が見送られた「in 九州」
は 2023 年度鹿児島開催が決まっており、９
月になってから案内が流されている。こちら
にも継続的に参加することも重要であろう。

大阪市立科学館の会場に貼付された案内 
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入来の丘から入来の丘から

1m望遠鏡の太陽光発電

永山 貴宏

　最近は、電力不足と電気代金の高騰が問題
となっており、鹿児島大学でも節電・節ガス
を強く求められています。1m望遠鏡は私た
ちが普段研究している郡元キャンパスから離
れているので、電力は別契約となっています
が、節電しないといけない状況に変わりはあ
りません。

　1m望遠鏡では、実は「こんなこともあろ
うかと」、太陽光発電が導入されています。
調べたことはないですが、太陽光発電が導入
されている研究用望遠鏡は珍しいのではない
かと思います。通常、望遠鏡が設置されるの
は ( 風が強い ) 小高い丘や山の上が多く、ま
た、台風が強いまま接近することが多い鹿児
島で太陽光パネルを設置した場合、強風で飛
ばされてしまうのではないかという懸念があ
りました。そのため、いろいろ調べた結果、
当時発売されたばかりの風速 70m/s まで耐
えられるという特殊な設置方法で太陽パネル
を設置することにしました。風対策のため、
パネルの設置角度が水平に近くなり、発電効
率はベストではありませんが、ともかく風で
飛ばないことを最優先しました。

　2021 年 3 月に公称値 340W の太陽光パネ
ル 20 枚が 1m望遠鏡観測棟の屋上
に設置され、9.8kWh 蓄電池も併せ
て設置しました。発電が開始され
たのは 2021 年 4月です。設置から
の 1年半、台風が何度かやってき
ました。先日の台風では入来観測
所で 30m/s の風が吹いたようです
が、全く問題ないようです。

　事前に施工業者から知らされて
いた年間発電量のシミュレーショ
ン値は 7731 kWh でした。一方、

2021 年 4 月から 2022 年 3 月までの 1 年間
の総発電量は 8066 kWh となり、シミュレー
ションを上回る結果となりました。同期間の
1m 望遠鏡の単相 100 V の消費電力量は
18653 kWh であり、消費量の約 43 % を発電
できたことになります。しかし、夏の昼間な
どは、蓄電池が満杯になってしまうことがあ
ります。そのようなときは一般家庭だと九州
電力に売電することになりますが 1m望遠鏡
では売電契約を結んでおらず、無償譲渡して
います。1年間での無償譲渡量は 1280 kWh
であり、実質的には消費量の約 36 % を太陽
光発電で賄ったという結果となりました。

　1m望遠鏡の場合、単相 100V に加えて、3
相 200V も使用しています。実はこちらのほ
うが電力使用量が多かったりしますが、小規
模な太陽光発電を 3相 200V につなぐのは一
般的ではないようで、現在は太陽光発電には
つながっていません。単相 100V のほうは太
陽光で発電した電力が余って無償譲渡をして
いる時間帯が無視できないぐらいあるような
ので、一部の機器は、3 相 200V から単相
100V で動かすように電源の変更をするなど
して、太陽光発電で発電した電力の効率的な
利用も進めています。

　以上のように 1m望遠鏡では使用している
電力の一部を太陽光発電で賄っています。
メーカーの保証期限は 10 年となっています
が、それ以上に長持ちして、末永く 1m望遠
鏡に電力を供給してくれたらと思っていま
す。

1m 望遠鏡観測棟屋上に設置された太陽光パネル
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4.	 Q19a : 佐藤和樹, 新永浩子 (鹿児島大学), 鈴木建 (東京大学), 柿内健佑 (名古屋大学),J¨urgen 
Ott(NRAO), "東アジア天文台 James Clerk Maxwell Telescope サブミリ波高感度偏波観測から明
らかにされた超大質量ブラックホール Sgr A*への質量降着におけるCNDと磁場の役割"

5.	 S30a : 和田桂一, 工藤祐己（鹿児島大学）, 長尾透（愛媛大学）, "輻射駆動アウトフロー起源の
BLR"

6.	 S31a : 工藤祐己, 和田桂一 (鹿児島大), 野村真理子, 川勝望 (呉高専), "超高速アウトフローの時間
変動と周辺環境への影響"

7.	 S32a : 馬場俊介, 和田桂一, 工藤祐己（鹿児島大）, 泉拓磨（都立大）, 松本光生（ゲント大, 東大, 
ISAS/JAXA）, "輻射駆動噴水モデルに基づく原子分子ガス輝線の輻射輸送計算と観測との比較"

8.	 V111b : 野曽原千晟, 山崎康正, 米山翔, 川下紗奈, 知念翼, 孫赫陽, 抱江柊斗, 亀山晃, 増井翔, 長谷
川豊, 小川英夫, 大西利和 (大阪公立大学), 今井裕（鹿児島大学）, 坂井了 (国立天文台), 岡田望 
(JAXA), "45m 電波望遠鏡43/86GHz 観測用Perforated Plate 型周波数フィルターの評価"

9.	 V112b : 今井 裕, 新永浩子, 甘田 渓, 松坂 怜, 中島圭佑, 沈 嘉耀（鹿児島大学）, 新沼浩太郎, 清
水祐亮（山口大学）, 小川英夫, 澤田佐藤聡子, 米山 翔（大阪公立大学）, 小山友明, 西村 淳, 宮
澤千栄子, 高橋敏一, 亀野誠二, 廣田朋也（国立天文台）, 岡田 望 (JAXA), 米倉覚則（茨城大学）, 
"HINOTORI (Hybrid Integration Project in Nobeyama, Triple-band Oriented) 進捗報告"

10.	 W52a : 酒見はる香 (鹿児島大学), 永井洋, 町田真美 (国立天文台), 赤堀卓也 (国立天文台/SKA
天文台), 大村匠 (東京大学), 赤松弘規 (SRON), 中西裕之 (鹿児島大学), 藏原昂平 (国立天文台), 
"SS433ジェット先端のコンパクトな高偏波率領域の磁場構造"

11.	 X43a : 油谷直道 (鹿児島大学), 鳥羽儀樹 (国立天文台), 馬場俊介 (鹿児島大学), 和田桂一 (鹿児島
大学), "Origin and evolution of dust-obscured galaxies in galaxy mergers"

12.	 X50a : 長船大樹, 和田桂一（鹿児島大学）, 石山智明（千葉大学), "宇宙論的N体シミュレーショ
ンデータから探るサブハローの分布と角運動量ベクトルの方向について"

13.	 Z213a : 今井 裕, 中川亜紀治（鹿児島大学）, 馬場 淳一, 郷田 直輝, 小山友明, 川口則幸（国立天
文台）, 服部公平 (統計数理研究所/国立天文台）, 河田 大介 (University College London), 小川 
英夫（大阪公立大学）, "銀河系中心電波源astrometryに基づくJASMINEとの連携計画"

日 本 天 文 学 会 2 0 2 2 年 秋 季 年 会
2022 年 9 月 13 日～ 15 日　新潟大学五十嵐キャンパス
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広報普及活動・社会貢献

広 報 普 及 活 動

1.	 半田 利弘,  2022/5/25,  特別授業,  鹿児島県立楠隼中学校（オンライン）

2.	 半田 利弘,  2022/6/12,  宇宙を学べる大学in関西,  大阪市立科学館（大阪市北区）

3.	 半田 利弘,  2022/7/5,  特別授業,  鹿児島県立楠隼中学校（鹿児島県肝属郡）

4.	 今井 裕,  2022/8/28,  野辺山宇宙電波観測所特別公開2022,  野辺山宇宙電波観測所（長野県南佐
久郡）

一 般 向 け 講 演 会

1.	 中西 裕之, 2022/7/7, "高校数学と高校物理で読み解く宇宙" , 出前授業,  鹿児島県立加治木高等学
校（鹿児島県姶良市）

2.	 酒見 はる香, 2022/7/9, "愛媛・熊本・鹿児島産大学合同七夕講演会2022" , 愛媛・熊本・鹿児島
産大学合同七夕講演会,  愛媛大学宇宙進化研究センター・熊本大学理学部・天の川銀河研究セン
ター主催,  オンライン

3.	 中西 裕之, 2022/7/15, "高校数学と高校物理で読み解く宇宙" , 出前授業,  鹿児島県立出水高等学
校（鹿児島県出水市）

4.	 和田 桂一, 2022/7/29, "巨大ブラックホールと宇宙" , 北海道清里高等学校進路講演会,  北海道清
里高等学校主催,  北海道清里高等学校（北海道斜里郡）

5.	 中西 裕之, 2022/8/18, "第５回なつやすみサイエンスカフェ　夏の星空を観察してみよう" , サイ
エンスカフェかごしま,  鹿児島大学若手教員サイエンスカフェ有志の会主催,   鹿児島大学 南九
州・南西諸島域イノベーションセンター（鹿児島市）

6.	 半田 利弘, 2022/8/27, "「大陸規模の大望遠鏡計画SKAって何？」他" , 第59回日本SF大会,  
F-CONj実行委員会主催,  ホテル華の湯（福島県郡山市）



23

研 究 会 の 主 催

1.	 GHOU主催, 2022/8/22 - 2022/8/25, "Global Hands-On Universe Conference 2022" , online

2.	 天の川銀河研究センター主催, 2022/8/29 - 2022/8/31, "AGNミニワークショップ in 鹿児島" , 鹿
児島大学

3.	 中西、酒見主催, 2022/6/27 - 2022/6/28, "SKA precursorによる星間物質研究ワークショップ
2022" , 国立天文台

広 報 取 材 記 事

1.	 半田利弘, 2022/5/27,  南日本放送, "金星食見えるかな"

2.	 半田利弘, 2022/5/28,  南日本新聞, "金星食見えるかな"

鹿 児 島 大 学 天 文 学 談 話 会

1.	 第99回 , 2022/5/26, 前田 郁弥（東京大学天文学教育研究センター）, " 棒渦巻銀河における星形
成抑制メカニズム"

2.	 第100回 , 2022/8/17, Daniel Espada（Granada university）, " Unveiling the Multiphase Gas 
Properties and SF Laws around the closest radio powerful AGN, Centaurus A"

3.	 第101回 , 2022/9/6, 島尻 芳人（国立天文台）, " 機械学習による分子輝線データからのH2柱密度
分布の予測"

4.	 第102回 , 2022/9/27, 浅山 信一郎（Square Kilometre Array Observatory）, " SKA1システム概
要と科学的評価試験"

天の川銀河研究センター主催
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2022/9/27, 浅山 信一郎 , 
Square Kilometre Array Observatory
 " SKA1 システム概要と科学的評価試験 "

2022/9/6, 島尻 芳人 , 国立天文台
 " 機械学習による分子輝線データからの

H2 柱密度分布の予測 "

2022/8/17, Daniel Espada, Granada university
 " Unveiling the Multiphase Gas Properties and 
　SF Laws around the closest radio powerful 
　　AGN, Centaurus A"

〒890−0065
鹿児島県鹿児島市郡元1-21-35
電話�099−285−8012
agarc-adm@sci.kagoshima-u.ac.jp�
http://agarc.sci.kagoshima-u.ac.jp�

天の川銀河研究センター鹿児島大学大学院理工学研究科附属
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鹿 児 島 大 学 天 文 学 談 話 会


